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形埜小学校 
校長室だより 
 

 
今年もサンタさん登場！   
◆うさぎ年のフィナーレにちなみ、「うさぎ検定合格第１号の３
人」と２年生にお手伝いしてもらい、クリスマスソングのプレゼント
◆その後、ちょっと怪しいサンタクロース委員会が登場し、担任
の先生から「２学期みんなの頑張り」申告によりプレゼントＧＥＴ
できるかの判定です。「○」をもらった１年生は、大はしゃぎ！～
サンタさん、「こんなに喜んでくれるなんて、ＨＡＰＰＹじゃ！形埜
に来て良かった！」と、笑顔で帰っていかれましたよ。 
■プレゼントは、形埜学区社会教育委員会よりいただきました。 

保育園年長さんと交流会 （１年生） 

◆自分たちで準備したゲームで遊びました。（保育園の子が
楽しめるようにリードしたり、サポートしたりしました） 

◆振り返りでは、「よかったこと」「なおしたいこと」の発表をし
ました。「友達のよいところ」を発表する子もいました。 

◆保育園の先生がみんなの成長ぶりを喜んでみえましたよ。 

お手玉名人（２年生） 

◆福祉委員会の方に紹介してい
ただいた「お手玉名人」の皆さん
に、作り方と遊び方をマンツーマン
で教えていただきました。おかげで、
みんなばっちり完成です。帰りも玄
関までお見送り！みんな笑顔！ 

ササユリの球根植え（３年生） 
◆育成会の方に教えていただいたことを保育園のみんな
に伝えました。「愛知こどもの国」での班長経験を生かし
て、たくさんの優しい声をかけることができました。「教えるこ
との大変さ」も実感し、ササユリのことだけでなく、保育園
の子の反応から、たくさんの学びがありましたね。 

地域の名所探検（６年生） 
◆探検だけでなく、現場で地域の方

から直接お話を聞き、質問にも答えて

いただきました。 

「本物を見る・触れる・直接聞く」という

ことは、心に強く残り、きっと学びや思

いも深くなることでしょう。 

交流いっぱい・笑顔いっぱい！ 



あいさつの話 

 
ある通学団の変化（その１） 

◆朝の登校中のこと。地域の方への挨拶の響きが以前と全然違ったのです。◆もともと、□さんの挨拶はよく

響いていました。人感センサーも鋭く？、２０Ｍ先にみえる地域の方でも気付くと即元気な挨拶が飛びます

～□さんの元気な挨拶にリードされ、他のみんなも続いて挨拶するのですが、正直「まだいけるよな…」と思

っていました。～「まだ、いけるでしょ！」って声をかける日が続いていましたが、先週は明らかに違ったのです。 

「あれ？どうしたの？なんか違う…」と言ったら、先々週の朝会のお話をきっかけに何やら動きがあったようで、

通学団全員の挨拶の響きが変わりました。寒い空気が、挨拶でポッとあったかくなるほどです。 

◆伝えたいのは、その変化した挨拶に対して、即地域の方の反応があったということです。 

①家の前に立って、みんなの通るのを待ってくださり、「元気いいなあ。行ってらっしゃい！」と声をかけてくださ

る方が登場しました。 

②犬の散歩をしている方に「この子は､○○さんとこのお孫さんか？」と声をかけられました。「そうでーす」と元

気に答え、「やっぱりな～。そう思っとったんだ」（今までも出会う度に気になっていたが、声こそかけなかっ

た。が、響く挨拶のおかげで、一気に距離が縮まり、話しかけてくださったのかな？と想像します。 

③見守り隊の方への挨拶～橋のところで戻っていかれるので、その場所でみんなも立ち止まって、向きを変

え、班長◇さんの号令で挨拶をします。みんながちゃんと顔を見て挨拶するようになったので、最近は「は

い、行ってらっしゃい！」のあとにいつも、「＋αのお言葉」をつけてくださるのです。 

「この班のもう一つの素敵な挨拶」 

◆「横断歩道でみんなのために止まってくれた車に対して、みんなで礼をする」という挨拶です。これを始めた

のは□さんのお兄ちゃんでした。お兄ちゃんが始めたこの「横断歩道挨拶」～これは絶やしてはならぬと？

□さん、通学団のみんなができていないと「ちゃんと礼するよ！」と班の子に声をかけています。「礼の深さ

（角度）」にもこだわっているからすごいです。角度があまいと、「今のじゃ、伝わらないよ」と声がかかります。

ですから、１年生含め、みんな気持ちのこもった丁寧な礼ができるようになっています。 

④運転手さんも、笑顔でうなずいてくださるので、きっと伝わっているのかなと想像しています。 

 

ある通学団のあいさつ（その２） 

◆先週金曜日、５年生の○○さんの挨拶が朝の澄んだ空気に心地よく響きました。～～～川をはさんだお

家の方がいつも、みんなが通過する頃に外に出て「おはよう！」と声をかけてくださるのですが、その日は、

○○さんが、自分から先に、そして誰よりも早く、誰よりも響く声で「おはようございます！」と挨拶をしまし

た。「いい挨拶だ～。来年も安心だ～！」と声をかけたら、小さくうなずいていました。その○○さんの挨拶

に続き、⑤通学団みんなのあいさつもパワーアップしていました。（何かを感じた証ですよね！） 

◆もう一人、途中で合流する▽さん、彼も、もともと響く挨拶をしていましたが、寒くなってから「パワーダウンか

…？」と気になっていました。が、先週は以前のような元気（以前の２倍？）な挨拶に復活です。⑥たまた

ま後ろに歩いていた地域の方が、「元気いいの～。気を付けて行っといで～」と手を振って送って下さいま

した。◆先週の挨拶は、何かが違った…。出会う地域の人にも、何かが伝わった感じ？？  

 

響く挨拶は、空気を変える。響く挨拶は、人の心も変える。 んだなと  

          実感した先週の出来事でした。 

 


